
１．重要な会計方針

(1) 有価証券の評価基準及び評価方法

満期保有目的の債券……償却原価法によっている。

その他有価証券

　市場価格のあるもの…期末日の市場価格等に基づく時価法(売却原価は移動平均法により算定)

　　　　　　　　　　　によっている。

　市場価格のないもの…移動平均法による原価法によっている。

(2) 固定資産の減価償却方法

有形固定資産(リース資産を除く)……定率法を採用している。

リース資産……

　・所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産

　　自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法を採用している。

　・所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

　　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用している。

　なお、リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース

　取引のうち、リース取引開始日が企業会計基準第13号「リース取引に関する会計基準」の適

　用初年度開始前のリース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理に

　よっている。

(3) 引当金の計上基準

退職給付引当金……職員の退職給付に備えるため、当期末における退職給付債務に基づき、

　　　　　　　　　当期末において発生していると認められる額を計上している。

賞与引当金……支給対象期間が当期に帰属する支給見込額を計上している。

(4) キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

資金の範囲には、現金及び現金同等物を含めている。

(5) 消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は税込方式によっている。

２．表示方法の変更

なし

３．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。
(単位：円)

前期末残高 当期増加額

基本財産

投資有価証券 24,760,421,100 382,957,000

24,760,421,100 382,957,000

特定資産

助成事業財産 14,934,796,200 2,794,772,700

退職給付引当資産 77,190,352 0

50周年記念事業積立金 60,000,000 0

15,071,986,552 2,794,772,700

39,832,407,652 3,177,729,700

財 務 諸 表 に 対 す る 注 記

科　　　　目

小　　　　計

小　　　　計

合　　　　計

当期末残高

25,143,378,100

25,143,378,100

1,503,357

17,729,568,900

60,000,0000

17,865,255,895

43,008,633,995

1,503,357 75,686,995

当期減少額

0

0

0

1,503,357
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４．基本財産及び特定資産の財源等の内訳

基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。
(単位：円)

当期末残高
(うち指定正味財産
 からの充当額)

基本財産

投資有価証券 25,143,378,100 (3,000,000,000)

25,143,378,100 (3,000,000,000)

特定資産

助成事業財産 17,729,568,900 (17,729,568,900)

退職給付引当資産 75,686,995 (0)

50周年記念事業積立金 60,000,000 (0)

17,865,255,895 (17,729,568,900)

43,008,633,995 (20,729,568,900)

５．担保に供している資産

なし

６．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。
(単位：円)

取得価額 減価償却累計額

リ ー ス 資 産 3,353,400 2,934,225

ソフトウェア 1,371,600 1,308,240

4,725,000 4,242,465

７．保証債務等の偶発債務

なし

８．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は、次のとおりである。
(単位：円)

帳簿価額 時　　価

第26回地方公共団体金融機構債 500,000,000 501,830,000

第33回地方公共団体金融機構債 500,000,000 504,661,000

第1回野村ホールディングス債 100,000,000 99,915,800

第429回九州電力債 500,000,000 514,215,000

第497回関西電力債 300,000,000 310,950,000

第504回関西電力債 600,000,000 603,471,000

第3回名古屋銀行劣後債 500,000,000 496,451,000

3,000,000,000 3,031,493,800

９．指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。
(単位：円)

経常収益への振替額

　基本財産運用益計上による振替額

　特定資産運用益計上による振替額

　指定正味財産再投資差額充当額計上による振替額

#

10．関連当事者との取引の内容

なし

科　　　　目

合　　　　計

(0)

(0)

(0) (75,686,995)

(うち一般正味財産
 からの充当額)

 (うち負債に対応
  する額)

(0)

(0)(22,143,378,100)

小　　　　計

小　　　　計

合　　　　計

(60,000,000)

(60,000,000)

(22,143,378,100)

(0)

合　　　　計

370,472,663

750,000

内　　　　容 金　　額

23,024,247

31,493,800

科　　　　目

科　　　　目 当期末残高

419,175

482,535

評価損益

▲3,549,000

4,661,000

(22,203,378,100)

(75,686,995)

(75,686,995)

63,360

3,471,000

1,830,000

10,950,000

14,215,000

▲84,200
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11．キャッシュ・フロー計算書の資金の範囲及び重要な非資金取引

(1) 現金及び現金同等物の期末残高と貸借対照表に掲記されている金額との関係は以下のとおりである。
(単位：円)

515,873,852

0

515,873,852

(2) 重要な非資金取引

なし

12．重要な後発事象

なし

 現金預金勘定

前期末

 現金預金勘定

当期末

 有価証券勘定

 現金及び現金同等物

 有価証券勘定

 現金及び現金同等物

0

489,416,697

489,416,697
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